
 

 

 

 

 

 

 

 

６月行事予定 

★ ＩＣＴ支援員来校日 

日 曜 行     事 給食 

１ 日  ― 

２ 月 委員会活動⑥ ○ 

３ 火 代表委員会（放課後） ○ 

４ 水 宿泊体験活動（５年） ＰＴＡ大学② ○ 

５ 木 宿泊体験活動（５年） ○ 

６ 金  ○ 

７ 土 県道・市道清掃 9:00 ― 

８ 日  ― 

９ 月 水泳部活動開始（～7/22） ○ 

１０ 火 
新体力テスト（中休み・③） 

読み聞かせ 13:35 
○ 

１１ 水 
研究授業② ブックトーク③ 10:55～  

クラブ 
○ 

１２ 木 校内研修             ★ ○ 

１３ 金 校納金 食育 TT授業⑤（３・４年） ○ 

１４ 土  ― 

１５ 日  ― 

１６ 月  ○ 

１７ 火 発達支援アドバイザー来校 ○ 

１８ 水 職員会 校内研修 ○ 

１９ 木 
参観日１３：３０  

救命救急法講習会１４：３０（下校 15:15～） 
○ 

２０ 金 あいさつこだま運動（高下） ○ 

２１ 土 地引き網体験 ― 

２２ 日  ― 

２３ 月                                  ○ 

２４ 火 第２回双岩小学校運営協議会 １８：００ ○ 

２５ 水 ３校交流活動① 校内研修 ○ 

２６ 木 PTA役員会 18:30 ○ 

２７ 金  ○ 

２８ 土  ― 

２９ 日  ― 

３０ 月 
ALT訪問   

中学生ジョブチャレンジ（～7/４）      ★ 
○ 

【７月の主な行事等】 （年間行事予定より） 

・児童生徒をまもり育てる日（７日） 

・個人懇談（1５日・仮）   ・終業式（１８日） 

・市水泳記録会（２３日）予備日（２４日） 

・プール解放（未定）   ※  ６月の役員会で検討します。 

※  現段階での予定ですので変更の可能性があります。御

了承ください。 

 

【
【双岩小ホームページ URL】 

https://futaiwa-e.esnet.ed.

jp 
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心に残る場面 

  今から２０年ほど前、家の新築に合わせて、部屋に飾る絵

を探していた時のことです。一瞬、購入することも考えました

が、家族に絵描きがいることもあり、実家で埋もれている作

品の中から選んで飾ることにしました。ヨーロッパの建築物、

自然がベースの風景画、漁船など、様々な絵を見比べました

が、全く絵心のない私にとっては、どれを見ても全て同じ。何

を飾れば家の雰囲気に合うかなど到底分かるはずもありま

せん。時間だけが過ぎ、そろそろ嫌気が出始めたころ、ある絵

に目が留まりました。それは、愛宕山から海を眺める風景画

です。「これがいいな。」という私の意見に周囲も同調し、決

定となりました。なぜあの絵がよかったのか。あえて言うなら、

子どもの頃、愛宕山にあった児童館から見た風景がよみが

えってきたから。これが最大の理由でした。先日、所用で訪

れた愛宕中学校から帰宅する際、夕日が海に沈む場面に出

くわし、あまりの美しさにしばらく見とれてしまいました。「やは

りあの絵を選んでよかった。」と改めて思いました。 

昨年の４月、双岩小学校に赴任した時も心に残る場面に

出合いました。それは、校庭や学校周辺に広がる美しい桜の

花を見た時です。これは、双岩小学校でしか見られない風景

であり、学校に通う子どもたちや保護者、地域の方々にとって

忘れられない場面であることは、疑う余地もありません。そし

て、１８日に行われた春季運動会。主役である３０名の子ども

たちと、双岩小に関わる全ての人々の思いが凝縮されおり、

数々の心に残る場面に出合いました。将来、今の双岩っ子が

大人になった時、運動会の様子を思い出しながら笑顔で会

話を弾ませていることでしょう。運動会開催にあたり、御尽力

いただいた保護者の皆様、公民館の皆様、地域の皆様、ドロ

ーン撮影をお引き受けいただいた河野晃男様、本当にあり

がとうございました。 

１５１年目の双岩小は、「ともに学び、明るくやり抜く双岩っ

子の育成」を学校教育目標に掲げ、教職員が一丸となって

取り組んでいます。もちろん、学力向上やデジタル社会に対

応するためのＩＣＴスキルの習得など、これからの子どもたち

とって大切な学びは欠かせません。しかし、閉校を迎える今

年度は、今まで以上に双岩っ子にとって忘れられない「心に

残る場面」が必要だと思っています。 

（R7運動会スローガン ６年 石上 楓さん 作） 

「１５１年の 最後の一歩は 絆で制す」 

今年度も、本校の教育活動に御理解、御協力いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。     

（文責：後藤 敏夫） 

ぜ
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